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20～30代（n=504） 40～50代（n=676）

（％ポイント）

基礎的支出 選択的支出

20〜30代
(n=504)

40〜50代
(n=676)

世帯収入 22.4 8.6 14.5

世帯支出 39.5 33.9 36.3

世帯収支 ▲ 10.5 ▲ 27.2 ▲ 20.1

暮らし向きの実感 0.4 ▲ 20.4 ▲ 11.5

57.1 55.5 56.2

DI

物価の負担感

合計
(n=1,180)

％ ％ ％

「暮らし向きの実感」の違いは、教育費負担などライフス
テージの違いによるところも大きいと考えられますが、生産
年齢人口の減少加速の中で、賃上げ等が若い年代を中心
に行われ、そのことが影響している可能性があります。
因みに、最近の月収と夏季ボーナスについて、1年前と比

べて「増加」した人の割合は20～30代が4割近くに達する
一方で、40～50代は2割台にとどまっています（図表2）。
ただし、選択的費目の「世帯支出ＤＩ」をみると、40～50代

においても、1年前と比較して「収入が増加」した世帯では
概ねプラスとなっています（図表3）。こうしたことから、今年
度の賃上げが広く浸透していく一方、物価の伸びが鈍化し
ていき、40～50代のマインドの改善に繋がるかが今後の消
費回復の一つのポイントになるとみられます。

ひろぎんHD経済産業調査部が今年7月に広島県内の男
女を対象に実施したアンケート調査によると、１年前と比べ
た「最近の暮らし向きの実感ＤＩ」は、20～30代の＋0.4％ポ
イントに対し、40～50代は▲20.4％ポイントと、暮らしに対
する満足度に差がみられる結果となりました（図表1）。
物価高が続く中で、両年代ともに「世帯支出ＤＩ」は＋30％

ポイントを超え、「世帯収支ＤＩ」も2桁マイナスとなっています
が、20～30代の世帯収入ＤＩは＋22.4％ポイントと、40～
50代（＋8.6％ポイント）を大きく上回っています。
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年代で異なる暮らし向きの実感
～「個人消費アンケート」より～
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40～50代のマインド改善が消費回復のポイント

暮らし向きの実感DIは年代により大きな差

図表2 最近の月収と夏季ボーナスの状況

図表1 24年1-6月の世帯収支の状況と

最近の暮らし向きの実感

図表3 24年1-6月の費目別の世帯支出ＤＩ （1年前と比較して世帯収入が増加した世帯）

（注1）世帯収入ＤＩ・世帯支出ＤＩ=1年前と比べて世帯収入（支出）
が「増加した」－「減少した」回答割合

（注2）世帯収支ＤＩ・最近の暮らし向きの実感ＤＩ＝世帯収支（最近
の暮らし向き）が「良くなった」－「悪くなった」回答割合

（注3）物価の負担感は「強く負担に感じている」人の割合
（資料）ひろぎんＨＤ経済産業調査部「広島県内の個人消費の動向

（2024年7月調査） 」（図表2・3も同じ）

（％ポイント）

（注）1年前との比較、不明・対象外を除く

（注）「該当なし」を除く


